
 

2019 年 12 月 25 日 

 

公益財団法人日本バスケットボール協会 

2019 年度 第 5 回理事会 報告 
 

日時：2019 年 12 月 25 日（水） 13:40～15:50 

会場：JBA 会議室  

 

【報告内容】 

1.  裁定委員会からの答申について 

2.  事務総長の職責見直しについて 

3.  反社会的勢力との関係遮断に関する規程について 

4.  U15 選手権 JBA 推薦枠について 

5.  「国内男子リーグ構造」について 

6.  承認競技会の承認手続きについて 

7.  2020 年度 A 級審判員昇格者 

および T 級 1 級 2 級審判インストラクターの新規合格者の認定について 

8. その他、報告事項 

 

以上  

 



 

1. 裁定委員会からの答申について 

 

裁定委員会から答申のあった下記事案について、以下の通り懲罰を科すことが承認された。 

 

<対象者> 

一般社団法人千葉県バスケットボール協会 元理事（詳細非公表） 

 

<対象団体> 

一般社団法人千葉県バスケットボール協会 

 

<違反行為の概要> 

  一般社団法人千葉県バスケットボール協会における経理不正 

 

<承認された懲罰内容> 

  ・対象者に対し、「バスケットボールに関する一切の活動を2019(令和元)年12月25日（処分決 

定の日）から2021(令和3)年12月24日まで2年間停止する」の懲罰を科すこと。 

   ・対象団体に対し、経理に関わる不正な行使を防止しなければならない遵守義務があるところ、 

その義務を怠ったことにより、「譴責」の懲罰を科すこと。 

 

<その他> 

 一般社団法人千葉県バスケットボール協会に対し、始末書に本件に関する真摯な反省に加え、

具体的かつ詳細な不祥事発生防止策を記載し、本件決定後3か月以内に提出させることとす

る。 

 

 

 



 

2. 事務総長の職責見直しについて 

 

経営責任と執行責任を明確にするべく、事務総長の職責の見直し、およびそれに伴う事務総長規程

の改定が承認された。 

 

<目的> 

健全な組織運営と持続的発展のために、以下の事項を鑑み、NF 責任者としての役割を 

「会長」と「事務総長」に分離し、明確化する 

「会 長」   公的代表者で経営責任者、事務総長の監督者 

「事務総長」 業務執行最高責任者、協会の使用人 

 

①  監督と執行の分離（コーポレートガバナンスコード 基本原則（4）の適用） 

②  スポーツ団体におけるグローバルスタンダードの導入（IOC、FIFA、FIBA、組織委員会 

（2019 ラグビーワールドカップ、2020 東京オリパラ等）での標準的体制） 

③  FIBA NF マニュアルの準拠 

 

<承認内容> 

・ 事務総長規程を改定すること。 

・ 2018 年 10 月 1 日付で事務総長として田中道博氏を選任すること。 

（同氏は 9 月末日で理事退任） 

     

 

<その他> 

・ 会長は、業務執行に必要な権限の全てを事務総長へ移譲し責任を課すとともに、事務総長

は 

事務総長規程に基づくた報酬体系とする。 

   ・  本件承認以降、経営責任と執行責任を明確にするべく、本件後の事務総長は役員を兼務し

ない。 

・ 登記、公益認定、金融機関取引、官公庁その他公的機関に対する協会代表者は引き続き 

会長とする（為念）。 

 

 

 



 

3. 反社会的勢力との関係遮断に関する規程について 

 

中央競技団体ガバナンスコードの適合性審査の際に、組織に必要な規定の一つとして、暴排 

に関する規程の制定が求められており、その対応として、当協会においても「反社会的勢力との関

係遮断に関する規程」を整備することが承認された。 

 

 

 

4. U15 選手権 JBA 推薦枠について 

 

2020年より開幕予定の「U15 選手権大会」について、提案されたJBA推薦枠方法論が承認された。 

 

<目的> 

JBA として育成年代を指導する指導者に対して「U15 選手権に出場を目指す  

チーム構築において、競技力が高いだけではなく育成過程を重視する考え方を  

大切にする」というメッセージを周知する。  

 

<承認内容> 

① JBA 推薦枠決定のための必須基準、評価基準、最終基準 

② 推薦決定方法論、決定に至るスケジュール 

・ 5 つの枠の内、部活動・クラブ・B ユースに最低一つの枠を与えること。 

（必須基準をクリアしたチームを対象とする前提とする） 

・ 残り枠は審査用記入シートにおける評価等の結果、高い得点のチームに与える。 

・ 2 年連続で同一チームの選出は行わない。 

③ JBA が目指す育成マインド（なぜ JBA 推薦枠を設置するのか） 

 

<特記事項> 

・ 今後、「評価基準における得点配分」「判定部署メンバー選定」の段階あり、得点配分に 

ついてさらに検討を重ねた結果、変更する場合がある。 

・今後のスケジュール（予定）  

2020 年3 月までに最終案  

2020年3月下旬U15 全国部会長会議にて説明・周知  

2020年7月受付開始〜8 月上旬まで受付  

2020年11月理事会にて出場チーム決定  



 

5. 「国内男子リーグ構造」について 

 

2018年10月JBA理事会にて「特別委員会」として承認された将来構想委員会において  

検討課題となっている、Bリーグ（B1・B2）/B3リーグ/JSBを含めた「国内男子における

ピラミッド構造」の方針について、その案が承認された。  

 

<承認内容> 

■2023-24 シーズンより、「全国リーグ」を発足予定とすること。 

1）全国リーグはプロ・アマ混合とすること。 

※全国リーグの運営法人（受け皿組織）の設置を検討 

2）全国リーグ／シーズン日程・試合数（案） 

3）全国リーグの運営費（案） 

 

<その他> 

全国リーグ設立に向けての進捗状況は、必要に応じ JBA 理事会へ報告する。 

 

 

 

6. 承認競技会の承認手続きについて 

 

JBAの「承認競技会」に関する承認手続きについて、事務総長決裁事項とすることが承認

された。  

 

<背景> 

当協会における国内競技大会は、「公式競技会」「準公式競技会」「承認競技会」の 3つに区分

されており、そのうち B リーグ（B1/B2）および B3 所属クラブによるプレシーズンマッチ（承認競

技会/JBA と B リーグ共催）の開催については事務総長決裁にて承認している現状を鑑み、そ

の他の承認競技会についても、手続きの迅速化を目的に、同様の対応とする。 

 

 

 

 

 

 



 

7. 2020 年度 A 級審判員昇格者および T 級・1 級・2 級審判インストラクターの 

新規合格者認定について 

 

2019年に実施した「A級審査会」および「T級・1級・２級審判インストラクター（以下

審判 IR）認定講習会」結果に基づき、2020年度A級審判員昇格者およびT級・１級・２級

審判 IRの新規認定が承認された。  

 

<認定者> 

■2019 年度 A 級審査会合格者⼀覧（2020 年度 A 級昇格認定者一覧） 

氏名 氏名（カナ） 性別 所属 氏名 氏名（カナ） 性別 所属

1 鈴木高悠 スズキタカハル 男性 北海道 28 佐久間奈々 サクマナナ 女性 岐阜

2 笹井彪我 ササイヒョウガ 男性 青森 29 杉山千華 スギヤマチカ 女性 静岡

3 佐々木尚人 ササキナオト 男性 岩手 30 佐藤慎士 サトウシンジ 男性 滋賀

4 田村高光 タムラタカミツ 男性 秋田 31 上西星太 ウエニシショウタ 男性 滋賀

5 齋藤文弥 サイトウフミヤ 男性 福島 32 加藤毅 カトウタケシ 男性 京都

6 羽田直揮 ハネダナオキ 男性 福島 33 江藤慶太 エトウケイタ 男性 京都

7 石河宏美 イシカワヒロミ 女性 福島 34 花谷槙子 ハナタニマキコ 女性 大阪

8 大和田雅人 オオワダマサト 男性 茨城 35 太田令菜 オオタハルナ 女性 大阪

9 根反祥恵 ネソリサチエ 女性 茨城 36 深野木慧 フカノギサトル 男性 兵庫

10 岡龍哉 オカタツヤ 男性 栃木 37 小松綾実 コマツアヤミ 女性 兵庫

11 栗原萌音 クリハラモネ 女性 栃木 38 栗山一平 クリヤマイッペイ 男性 和歌山

12 若林哲 ワカバヤシアキラ 男性 埼玉 39 田中竜 タナカリュウ 男性 鳥取

13 小原宏太 オバラコウタ 男性 埼玉 40 上村達也 ウエムラタツヤ 男性 島根

14 藤林比登美 フジバヤシヒトミ 女性 埼玉 41 中村達哉 ナカムラタツヤ 男性 岡山

15 林原潤 ハヤシバラジュン 男性 千葉 42 吉原いつ子 ヨシハライツコ 女性 山口

16 山田綾音 ヤマダアヤネ 女性 千葉 43 川人理恵 カワヒトリエ 女性 徳島

17 中野嗣久 ナカノツグヒサ 男性 東京 44 前田周二 マエダシュウジ 男性 愛媛

18 瓜田真司 ウリタシンジ 男性 東京 45 木村晃伸 キムラコウシン 男性 愛媛

19 山崎昭一 ヤマザキショウイチ 男性 東京 46 佐竹俊春 サタケトシハル 男性 高知

20 松永航平 マツナガコウヘイ 男性 東京 47 西崎拓哉 ニシザキタクヤ 男性 福岡

21 赤星隆幸 アカホシタカユキ 男性 東京 48 野田明男 ノダアキオ 男性 福岡

22 千葉美幸 チバミユキ 女性 東京 49 岡井元毅 オカイモトキ 男性 佐賀

23 伊藤純一 イトウジュンイチ 男性 長野 50 久原裕未 クバラヒロミ 女性 長崎

24 石丸雅裕 イシマルマサヒロ 男性 新潟 51 徳丸昂 トクマルコウ 男性 熊本

25 山田隆介 ヤマダリュウスケ 男性 富山 52 前田隼大 マエダジュンダイ 男性 鹿児島

26 板井巌 イタイイワオ 男性 富山 53 潮平朝一郎 シオヒラトモイチロウ 男性 沖縄

27 辻崎紀晶 ツジサキノリマサ 男性 福井
 



 

 ■2019 年度 T 級 1 級 2 級審判インストラクター新規合格者⼀覧 

所属 氏名 性別 審判ライセンス 所属 氏名 性別 審判ライセンス

T級 愛知県 鬼頭英伸 男性 OB 2級 東京都 柚木知郎 男性 OB

T級 愛知県 山内俊幸 男性 OB 2級 神奈川県 飯塚貴行 男性 A級

1級 千葉県 久保知仁 男性 S級 2級 山梨県 前田菜津子 女性 A級

1級 長野県 尾形美樹 女性 S級 2級 長野県 鈴木誠 男性 A級

1級 新潟県 平澤明男 男性 S級 2級 長野県 吉田知実 男性 A級

1級 愛知県 守谷圭介 男性 S級 2級 新潟県 阿部暢史 男性 A級

1級 島根県 橋本恵一 男性 S級 2級 石川県 箱崎敬知 男性 A級

1級 山口県 藤田悠美 女性 S級 2級 愛知県 足立尚隆 男性 A級

1級 東京都 漆間大吾 男性 S級・プロ審判 2級 愛知県 太田麻須美 女性 A級

2級 北海道 高橋伸禎 男性 A級 2級 大阪府 大倉哲也 男性 A級

2級 北海道 岩崎晋也 男性 A級 2級 大阪府 北村仁 男性 A級

2級 岩手県 阿部ちひろ 女性 A級 2級 大阪府 浅野祐樹 男性 S級

2級 宮城県 川熊俊 男性 A級 2級 兵庫県 内田祥平 男性 A級

2級 宮城県 野崎梨奈 女性 A級 2級 兵庫県 真下香子 女性 A級

2級 秋田県 中道凌平 男性 S級 2級 和歌山県 木村健太郎 男性 A級

2級 山形県 武田亜沙美 女性 S級 2級 岡山県 大嶋将之 男性 A級

2級 茨城県 中山克則 男性 A級 2級 岡山県 石川貴基 男性 A級

2級 栃木県 赤羽沙耶 女性 A級 2級 広島県 森原隆 男性 A級

2級 群馬県 石崎公一 男性 A級 2級 広島県 北川浩三 男性 OB

2級 群馬県 穂川苑子 女性 A級 2級 広島県 市川雄介 男性 S級

2級 埼玉県 山岸大輔 男性 A級 2級 山口県 山本皓貴 男性 A級

2級 千葉県 佐藤麻衣子 女性 A級 2級 山口県 松本成生 男性 A級

2級 千葉県 円谷怜美 女性 A級 2級 徳島県 西和馬 男性 A級

2級 東京都 山口尭彰 男性 A級 2級 香川県 長谷川悠貴 男性 A級

2級 東京都 島袋竹志 男性 A級 2級 愛媛県 池田隼人 男性 A級

2級 東京都 佐藤浩太 男性 A級 2級 高知県 谷隆正 男性 A級

2級 東京都 桑原一貴 男性 S級 2級 福岡県 山口憲昭 男性 A級

2級 東京都 松浦咲 女性 A級 2級 佐賀県 金岩貴之 男性 A級

2級 東京都 平川孝彦 男性 OB 2級 長崎県 山口勝真 男性 S級

2級 長崎県 松永雄平 男性 A級

2級 鹿児島県 山中萌衣 女性 A級

2級 沖縄県 仲間芳幸 男性 A級
 

 

 

 



 

8. その他、報告事項 

 

以下2競技会を「JBA承認競技会」に承認するについて、報告が行われた。  

 

<競技会名> 

① 「B. LEAGUE U15 CHAMPIONSHIP 2020」 

・開催予定期間：2020 年1 月6 日～8 日  

・会場：スカイホール豊田（愛知県豊田市）  

 

② 「折茂武彦選手引退試合（仮称）」 

・ 開催予定日：2020 年 6 月 22 日（月） 

・ 会場：北海きたえーる（北海道札幌市） 

 

 

以上  


